
　こんにちは。川西市議会議員の松隈

紀文（まつくま のりふみ）です。

　令和元年度第2回市議会（6月定例会 

会期 6月6日（木）～6月28日（金）23日

間）が行われました。

　本会議では、投票所及び期日前投票

所の投票管理者が投票時間中に交替

することが可能となったことを受けて、

「特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例の制定」や令和元年度川西市

一般会計補正予算【第1回】 （幼児教育

無償化に向けた準備に必要な費用の追加、

低所得者の介護保険料軽減の財源として

繰出金の追加、ふれあいプラザの解体に

おけるアスベスト撤去に係る工事費用の

追加、閉鎖されていたけやき坂小学校の

西側生活道路を整備するために必要な

費用の追加etc）などを審議しました。

　今後も川西市の未来のためにしっかり

と議論してまいります。

市道路線の認定について（石道地区内道路を市道2204号と認定）

令和元年度川西市一般会計補正予算（第1回）

令和元年度川西市介護保険事業特別会計補正予算（第1回）

川西市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について（災害援護資金の利率等の改正と償還方法等の改正）

川西市付属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（川西市次世代型移動サービス推進会議を設置するための改正）

川西市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
（低所得者の保険料について軽減割合を上げ、対象者を拡大する等の改正）

令和元年 第2回川西市議会（6月定例会 6月6日［木］～6月28日［金］まで）が開催されました。
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ひといちばいまじめです。
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主な議案

かわにし健幸マイレージ事業の現状とさらなる推進について
本市におけるひきこもり支援について
これからの部活動の在り方について
在宅高齢者を支える市の取り組みについて
新生児聴覚スクリーニング検査の推進ならびに助成について
市民・子どもの命を守るための防犯・交通安全対策について
（仮称）PTAあり方検討会の実施について

地区防災計画の策定に向けた市の方策について
一人ひとりの尊厳、多様性が尊重されるまちづくりについて
指定管理者制度導入後の市立川西病院の労働環境について
高齢者の運転免許証の自主返納について
本市における食品ロス削減の取り組みについて
市街化区域及び市街化調整区域の区域区分の見直しについて
本市「子ども議会」の発足の思いを、これから始まる「子ども
自主活動支援事業」に繋ぐため、考えていくべき内容について

一般質問



　市は市立川西病院設立から一貫して
公立病院の必要性を認識し、病院経営
に対する支援を毎年実施（例えば平成
29年の補助金は約10億円/年）する
形で経営を支えてきておりましたが、
医師の確保に伴う給与費の増や賃貸
借による新たな医療機器の整備などの
費用の増加により平成26年度決算にて
市立川西病院は経営健全化団体と
なりました。
　市立川西病院が公立病院として、小児、
周産期、救急などの不採算医療や 高度・
先進医療を継続的に担っていくという

役割を果たしつつ、健全な経営を
行い、将来にわたっても市民の医療
の安全・安心を確保するためには、
民間的経営手法の導入等、抜本的な
解決策を講じることが必要となり、
現在の市立総合医療センター整備
計画が進められております。

整備費用について
（整備事業者：清水建設株式会社に
決定されました）

　指定管理者との再編・ネットワーク
化を図ることにより、市立川西病院の
建て替えに必要な財源である地方債
の発行許可が国から得られるととも
に、国からの財政支援が拡充されます。
総合医療センターの整備に係る財源
は市が全額（約355.5億円）を地方債で
賄い、その返済は市と指定管理者が
それぞれ半分（50％）ずつ負担します。
市が負担する50％のうち36％は国
からの財政支援（地方交付税）を受ける
ことができ、実質的な市の負担は14％
（約49億円程度）となります。

運営費用について
（医療法人協和会による運営が本年４月
よりスタートしております）
　指定管理者が運営を行うため、市の
運営に係る毎年の費用負担（先に例と
して示しました平成29年の補助金約
10億円/年）はなくなりました。ただし、
市は小児・周産期・救急などの政策医療を
提供するために、国から財政支援され
る額は指定管理料として、指定管理者
へ支払われております。
　これからも川西市における小児・周産
期・救急などの政策医療がしっかりと
守られるよう、市議のひとりとして行動
してまいります。
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Profile
● 川西市消防団平野部団員
● 川西市子ども会連絡協議会副会長
● 大阪工業大学学園校友会川西支部副幹事長
● 土地家屋調査士松隈合同事務所代表
● 川西市議会議員（平成30年初当選）

● 昭和46年4月20日 川西市南花屋敷生まれ
● 加茂幼稚園卒
● 清和台南小学校卒
● 清和台中学校卒
● 猪名川高等学校卒
● 大阪工業大学（常翔学園）土木工学科卒

学  歴
● 川西青年会議所専務理事
● 川西市社会福祉協議会評議委員
● 川西市消防団平野部団長
● 川西中央ライオンズクラブ第39代会長
● 川西市個人情報保護審議会委員
● 人権擁護委員
● 川西市要保護児童対策協議会委員

経  歴
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まつくま紀文後援会 会員募集中 お手数ですが、下記の情報を
電話・FAX・メール等でご連絡ください。

（仮称）市立総合医療センター基本構想について

現在の主な役職

討議資料

整備費用について
整備事業者：
清水建設株式会社に決定されました

運営費用について
医療法人協和会による運営が本年4月より
スタートしております


